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の
餃
子
の
餡
を
包

ん
で
焼
き
な
が
ら
、

和
気
藹あ

い
あ
い々

と
笑
顔

あ
ふ
れ
る
会
食
と

な
っ
た
。
後
片
付

け
も
全
員
で
手
分

け
し
て
行
い
、
午

後
か
ら
は
、
ト
ー

ナ
メ
ン
ト
戦
を
用

い
た
お
楽
し
み
行

事
に
時
間
が
経
つ

の
を
忘
れ
て
楽
し
ん
だ
学
生
た
ち
は
、
別
れ
を

惜
し
み
つ
つ
午
後
３
時
解
散
と
な
っ
た
。

　

教
区
学
生
担
当
委
員
会
・
教
区
学
生
会
は
、
12

月
10
日
（
日
）
、
教
務
支
庁
に
於
い
て
「
第
39
回

教
区
学
生
会
総
会
」
を
開
催
し
、学
生
12
人
（
中

学
生
含
む
）
、
担
当
者
５
人
、
計
17
人
が
参
加
し

た
。

　

午
前
10
時
よ
り
、
座
り
づ
と
め
、
よ
ろ
づ
よ
八

首
総
立
ち
を
勤
め
さ
せ
て
頂
い
た
後
、
式
典
に

移
っ
た
。
式
典
で
は
、
教
区
長
の
代
理
と
し
て
出

13
日　

学
生
担
当
委
員
会
例
会　

 

（
19
時
30
分
）

14
日　

少
年
会
例
会　

 

（
19
時
）

16
日　

役
員
会
（
10
時
）

 

〃 

　

予
算
地
方
委
員
会
（
11
時
）

20
日　

青
年
会
例
会
（
19
時
）

27
日　

女
子
青
年
例
会
（
10
時
）

31
日　

婦
人
会
例
会
（
10
時
）

【
１
月
分
】

行 

事 

予 

定

鈴 

木 

眞 
彦

教
区
長　
　

　
　
　
　
　

年

祭

活

動

二

年

目

を

迎

え

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
中
は
、
岩
手

教
区
の
上
に
ご
尽
力
を
頂
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
顧
み
れ
ば
、
立
教
185
年
秋
季
大
祭
に
於
い
て
、
真
柱
様
か

ら
、
諭
達
第
４
号
を
発
布
頂
き
、
昨
年
の
春
季
大
祭
よ
り
教
祖

140
年
祭
三
年
千
日
の
活
動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

岩
手
教
区
で
は
、
年
祭
の
発
表
を
受
け
、
教
区
と
し
て
何
が

出
来
る
の
か
、
主
事
会
で
ね
り
あ
い
を
重
ね
る
中
に
、
こ
れ
ま

で
コ
ロ
ナ
禍
で
の
影
響
に
よ
り
、
お
ぢ
ば
が
え
り
が
困
難
な
状

況
に
あ
っ
た
教
会
長
、
よ
う
ぼ
く
、
信
者
が
共
に
お
ぢ
ば
に
帰

り
、
喜
び
勇
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
で
、
教
区
内
の
全
教
会
が
心

一
つ
に
年
祭
活
動
を
進
め
た
い
、
そ
し
て
何
よ
り
も
、
を
や
の

理
、
ぢ
ば
の
理
を
戴
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
か
と
の
思
い
か

ら
「
全
教
会
お
ぢ
ば
が
え
り
」
を
計
画
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

最
初
の
計
画
で
は
、
大
型
バ
ス
１
台
一
路
線
の
計
画
で
し

た
が
、
後
に
内
陸
、
沿
岸
の
二
路
線
に
増
や
し
大
型
バ
ス
１
台

ず
つ
で
の
運
行
と
な
り
ま
し
た
。
当
初
は
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
皆
様
の
お
力
添
え
を
い
た
だ
き
、
お
陰
様
で
現
地
参
加
者

を
含
め
125
人
の
方
と
、
お
ぢ
ば
に
帰
ら
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
中
に
は
「
団
体
の
お
陰
で
10
年
振
り
に
お
ぢ
ば
に
帰

ら
せ
て
頂
い
た
。
大
変
あ
り
が
た
い
」
と
喜
ば
れ
た
方
も
お
ら

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
年
祭
活
動
の
行
事
と
し
て
、
第
１
回
目
の
「
よ
う
ぼ
く

一
斉
活
動
日
」
を
12
月
２
日
に
全
支
部
で
開
催
し
ま
し
た
。
本

来
で
あ
れ
ば
、
10
月
29
日
に
全
教
一
斉
開
催
で
あ
り
ま
し
た
が
、

岩
手
教
区
で
は
日
程
発
表
以
前
に
「
教
区
少
年
会
第
50
回
お
つ

と
め
総
会
」
が
決
ま
っ
て
お
り
準
備
も
進
ん
で
い
た
こ
と
か
ら
、

特
別
に
お
許
し
を
頂
き
、
日
程
を
変
更
し
て
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
中
に
、
会

場
ご
と
に
設
定
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
あ
り
、
各
支
部
に
お
い
て

考
え
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、
今
回
は
、
岩
手
教
区
統

一
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
う
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
教

区
内
の
全
教
会
が
心
一
つ
に
な
っ
て
年
祭
活
動
を
つ
と
め
さ
せ

て
頂
き
た
い
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。

　

今
回
の
一
斉
活
動
日
は
、
ど
の
支
部
で
も
盛
況
に
行
わ
れ
、
参

加
者
か
ら
は
概
ね
良
か
っ
た
と
の
評
価
も
得
ま
し
た
。
今
年
の

「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
は
、
第
２
回
目
を
６
月
１
日
（
土
）

ま
た
は
２
日
（
日
）
に
、
第
３
回
目
を
11
月
３
日
（
日
）
ま
た

は
４
日
（
月
）
の
計
２
回
開
催
し
ま
す
。
年
祭
に
向
け
て
、
少

し
で
も
成
人
へ
の
道
を
歩
ま
せ
て
頂
け
る
よ
う
な
活
動
日
に
し

た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
１
年
、
年
祭
活
動
の
上
に
、
教
区
管
内
の
皆
様
と
共
々

に
、
喜
び
勇
ん
で
つ
と
め
て
参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

席
し
た
﨑
山
道
範
書
記
が
祝
辞
を
述
べ
、
鈴
木

眞
浩
教
区
学
担
委
員
長
か
ら
挨
拶
が
あ
り
、
次

に
、
本
部
学
生
会
武
田
直
也
委
員
が
本
会
委
員

長
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
代
読
。「
同
じ
道
に
つ
な
が

る
学
生
が
、
年
祭
の
旬
に
、
学
生
と
し
て
の
徳

を
活
か
し
た
活
動
を
し
、
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が

え
り
で
は
、
一
人
で
も
多
く
の
学
生
と
共
に
お

ぢ
ば
で
集
い
ま
し
ょ
う
」
と
話
さ
れ
た
。

　

続
い
て
、
﨑
山
陽
平
教
区
学
生
会
委
員
長
が

お
礼
の
言
葉
を
述
べ
た
あ
と
、
さ
ら
に
「
一
人

で
も
多
く
の
学
生
と
共
に
、
様
々
な
活
動
を
通

し
て
信
仰
を
深
め
、
春
の
学
生
お
ぢ
ば
が
え
り

に
は
、
岩
手
教
区
学
生
会
か
ら
多
数
参
加
で
き

る
よ
う
、
頑
張
っ
て
動
員
に
つ
と
め
た
い
」
と

の
決
意
を
語
っ
た
。
最
後
に
、
参
加
者
全
員
で
、

道
の
学
生
成
人
目
標
を
唱
和
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
、
ア
イ
ス
ブ
レ
イ
ク
で
学
生

た
ち
の
親
近
感
を
深
め
、
次
い
で
、
全
員
で
昼
食

及 

川　

實　

〔
88
歳
〕

　

奥
州
支
部
・
岩
一
分
教
会
前
会
長

　

令
和
５
年
11
月
30
日
出
直
さ
れ
た
。

訃　
　

報

学
生
担
当
委
員
会

「
第
39
回
教
区
学
生
会
総
会
」　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

開
催
さ
る

一堂に揃った総会参加者
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教
祖
140
年
祭
に
向
か
う
三
年
千
日
の
期
間
中
、

全
５
回
行
わ
れ
る
、
教
会
本
部
主
催
の
「
よ
う

ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
が
12
月
２
日
、
教
区
内
全

支
部
で
開
催
さ
れ
た
。

　

親
神
様
、
教
祖
、
祖
霊
様
礼
拝
の
後
、
開
講

挨
拶
、
お
つ
と
め
、
諭
達
第
四
号
拝
読
と
続
き
、

教
会
本
部
ビ
デ
オ
メ
ッ
セ
ー
ジ
と
深
谷
善
太
郎

本
部
員
（
河
原
町
大
教
会
長
）
の
岩
手
教
区
全

教
会
お
ぢ
ば
が
え
り
記
念
講
演
の
ビ
デ
オ
が
上

映
さ
れ
、
最
後
に
閉
講
挨
拶
が
あ
っ
た
。
参
加

し
た
教
友
た
ち
は
、
勇
み
心
を
胸
に
さ
ら
な
る

成
人
を
誓
い
、
解
散
と
な
っ
た
。

　

な
お
、
参
加
人
数
と
内
訳
は
次
の
通
り
。

　
　

九
戸
支
部　

種
市
港
分
教
会　

59
人

　
　

二
戸
支
部　

荒

澤

分

教

会　

33
人

　
　

盛
岡
支
部　

教

務

支

庁　

50
人

　
　

三
陸
支
部　

花
宮
古
分
教
会　

42
人

　
　

花
巻
支
部　

花

巻

分

教

会　

38
人

　
　

奥
州
支
部　

岩
栄
原
分
教
会　

37
人

　
　

県
南
支
部　

磐

井

分

教

会　

60
人

　

※
教
会
長
48
人
、
布
教
所
長
９
人
、
よ
う
ぼ

　
　

く
232
人
、
そ
の
他
30
人 

 
 
 
 
 

合
計
319
人

　

災
救
隊
岩
手
教
区

隊
は
、
11
月
26
日
、
27

日
の
両
日
、
天
理
市

内
白
川
地
区
で
実
施

さ
れ
た
「
白
川
山
林

整
備
ひ
の
き
し
ん
」

に
、
隊
員
５
人
が
参

加
し
た
。

　

毎
年
６
月
と
11
月

に
実
施
さ
れ
て
い
る
、

本
部
主
催
の
同
ひ
の
き
し
ん
。
当
初
は
、
６
月

が
岩
手
教
区
の
当
番
月
と
な
っ
て
い
た
が
、「
岩

手
教
区
全
教
会
お
ぢ
ば
が
え
り
」
参
加
の
た
め
、

今
回
に
延
期
と
な
っ
て
の
実
動
と
な
っ
た
。

　

他
教
区
の
隊
員
と
共
に
白
川
地
区
の
下
草
の

刈
り
払
い
と
樹
木
の
伐
採
に
汗
を
流
し
た
岩
手

の
隊
員
５
人
は
、
27
日
昼
頃
、
与
え
ら
れ
た
任

務
を
つ
と
め
終
え
、
そ
の
後
岩
手
へ
の
帰
路
に

つ
い
た
。

　

教
区
献
血
た
す
け
あ
い
の
会
は
、
12
月
２
日

（
土
）
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
盛
岡
を
会
場
に
実
施
さ

れ
た
、
県
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
の
恒
例
行
事

「
ク
リ
ス
マ
ス
献
血
２
０
２
３
」
に
参
加
し
、
盛

岡
支
部
の
教
友
５
人
が
実
動
し
た
。

　

当
日
、「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」
と
日
程
が

重
な
っ
た
た
め
、
午
前
中
の
セ
レ
モ
ニ
ー
に
は

参
加
せ
ず
、
午
後
の
み
の
参
加
と
な
っ
た
。

　

午
後
１
時
30
分
か
ら
約
３
時
間
、
イ
ー
ハ

ト
ー
ブ
学
生
赤
十
字
奉
仕
団
８
人
と
盛
岡
市
保

健
推
進
員
協
議
会
６
人
と
一
緒
に
、
そ
れ
ぞ
れ

担
当
の
出
入
口
に
プ
ラ
カ
ー
ド
を
持
っ
て
立
ち
、

献
血
を
呼
び
か
け
る

ひ
の
き
し
ん
を
つ
と

め
さ
せ
て
頂
い
た
。

　

な
お
、
当
日
の
献

血
状
況
は
、
57
人
が

受
付
し
、
200 

㎖　

１
人
、

400 

㎖　

50
人
が
採
血
す

る
良
好
な
結
果
と

な
っ
た
。

　

災
救
隊
岩
手
教
区
隊
は
、
11
月
16
日
、
教
務

支
庁
を
会
場
に
「
支
部
幹
部
研
修
会
」
を
実
施

し
、
隊
員
ら
９
人
が
参
加
し
た
。

　

年
末
の
大
掃
除
を
兼
ね
て
、
庁
舎
内
外
の
窓
、

換
気
扇
、
エ
ア
コ
ン
な
ど
の
清
掃
ひ
の
き
し
ん

を
行
い
、
さ
ら
に
、
屋
根
の
一
部
の
錆
取
り
も

実
施
し
た
。

　

続
い
て
行
わ
れ
た
例
会
で
は
、
千
葉
隊
長
か

ら
、
本
部
隊
長
会
議
の
報
告
が
あ
り
、
今
年
度

の
活
動
の
反
省
点
や
来
年
度
の
行
事
予
定
に
つ

い
て
、
活
発
に
意
見
が
交
わ
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
の
懇
親
会
で
は
、
隊
員
同
士
の
交
流

と
互
い
の
活
動
を
労
い
、
翌
朝
解
散
と
な
っ
た
。

　
　

「
支
部
幹
部
研
修
会
」
実
施
さ
る

「
ク
リ
ス
マ
ス
献
血
呼
び
か
け　
　
　

　
　
　
　
　

ひ
の
き
し
ん
」
実
施
報
告

第
１
回
「
よ
う
ぼ
く
一
斉
活
動
日
」　
　

　
　

〜
年
祭
活
動
に
弾
み
を
〜　
　

災　

救　

隊

献
血
推
進
委
員
会

　
　

「
白
川
山
林
整
備
ひ
の
き
し
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

　

参
加
報
告

○
１
月
21
日
（
日
）
に
予
定
さ
れ
て
い
た

　

青
年
会
「
は
た
ら
く
よ
う
ぼ
く
の
つ
ど

　

い
」
は
２
月
に
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

お

知

ら

せ

三 陸

盛 岡二 戸

花 巻

県 南

奥 州

九 戸

開講挨拶

諭達拝読諭達拝読 おつとめ

諭達拝読

受付風景司　会

ビデオ上映

奥 州


